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　成人式協力員募集！！ 　飯山市公民館では、平成 18年度飯山市成人式 (8 月 15 日開催予定 ) に先
立ち、本年度成人式該当者 (S60.4.2 ～ S61.4.1 生 ) の中より協力員を募集
いたします。詳しくは飯山市公民館 (℡ 62-3342）までお問い合せ下さい。
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田
ん
ぼ
に
水
が
入
り
、
早
苗

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
田
圃
の
風
景
を
見
る
と
思

い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
が
小
学
生
の
頃
は
田
植
え

休
み
が
あ
り
、
み
ん
な
子
ど
も

な
が
ら
に
家
や
親
戚
の
仕
事
を

手
伝
い
ま
し
た
。
田
植
え
作
業

は
、
家
族
は
も
と
よ
り
親
戚
縁

者
、
隣
近
所
が
お
互
い
に
助
け

合
わ
な
け
れ
ば
乗
り
切
れ
な
い

一
大
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
現
在
で
は
機
械
化
が

進
み
、
人
の
共
同
作
業
か
ら
機

械
が
行
う
作
業
に
変
わ
り
ま
し

た
。
便
利
で
楽
に
な
っ
た
分
、

子
ど
も
た
ち
を
交
え
た
一
大
共

同
作
戦
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
の
面
で
も
、
ず
い
ぶ
ん

便
利
に
な
り
、
他
人
の
助
け
を

あ
ま
り
借
り
な
く
て
も
日
常
生

活
を
過
ご
し
て
行
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
便
利
さ
の
一
方
で
、
人

と
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
頻

度
は
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
感
が
し
ま
す
。
田
植
え

作
業
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
の
助
け

を
借
り
な
け
れ
ば
色
々
な
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、

周
り
の
人
た
ち
の
手
を
煩
わ
せ

な
く
、
自
分
が
望
む
こ
と
が
実

現
で
き
る
個
の
生
活
ス
タ
イ
ル

の
時
代
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
己
完
結
型
の
便

利
な
社
会
に
小
さ
い
頃
か
ら
馴

染
ん
で
し
ま
う
と
他
人
と
の
関

わ
り
合
い
は
、
何
と
な
く
煩
わ

し
い
も
の
に
感
じ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
族

も
核
家
族
の
方
が
こ
じ
ん
ま
り

し
て
楽
で
す
し
、
さ
ら
に
は
一

人
の
方
が
気
楽
で
良
い
…
。
未

婚
の
若
い
人
達
が
増
え
て
い
る

理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
う
し
た

時
代
背
景
が
あ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

社
会
生
活
を
し
て
ゆ
く
上

で
、
他
者
と
の
関
わ
り
な
く
し

て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
訳
で
す
が
、
他
の
人
へ
の
思

い
や
り
と
か
人
権
と
い
う
意
識

の
原
点
は
、
教
科
書
だ
け
で
学

ぶ
こ
と
は
難
し
く
、
小
さ
い
頃

か
ら
の
人
と
人
と
の
様
々
な
関

わ
り
合
い
の
中
で
生
ま
れ
育
つ

の
で
は
な
い
の
か
な
あ
と
思
い

ま
す
。
個
人
個
人
の
満
足
化
社

会
の
総
和
は
、
社
会
全
体
の
満

足
度
や
幸
福
感
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
、
利
便
社
会
が
進
行

す
る
中
、
時
々
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
。

マイ　★★
オピニオン

意見・私見　

昭
和
54
年
頃
、

私
は
飯
山
・
中
野

地
域
で
前
方
後
方

墳
や
前
方
後
円
墳
を
幾
つ
も
発
表

し
、
そ
の
年
代
の
上
限
を
４
世
紀

前
半
ご
ろ
に
お
い
た
。
当
時
こ
の

地
方
の
古
墳
の
年
代
を
５
世
紀
頃

か
ら
と
す
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た

の
で
、
反
発
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
近
年
、
年
輪
測
定
や
銅

鏡
の
製
作
年
代
の
研
究
が
進
み
、

当
時
の
年
代
推
定
が
、
肯
定
さ
れ

る
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
に
古
く
な
る

可
能
性
が
出
た
。
私
は
、
古
墳
時

代
を
全
長
約
80
ｍ
を
越
す
複
数
古

墳
の
出
現
を
契
機
に
位
置
づ
け
、

そ
れ
以
前
を
弥
生
時
代
と
考
え
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
古
墳
時
代
は

３
世
紀
前
半
～
中
頃
が
始
ま
り
で

あ
る
。

　

前
方
後
方

墳
の
可
能
性

が
高
い
飯
山

市
法
伝
寺
二

号
古
墳
の
年

代
を
み
る

と
、
北
陸
の

年
輪
測
定
を

参
考
に
し

て
、
高
杯
の

土
器
破
片
か

ら
３
世
紀
前

ご
ろ
の
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。
土

器
の
数
が
少
な
い
の
で
、
慎
重
に

考
え
て
も
、
こ
の
古
墳
は
４
世
紀

初
め
ご
ろ
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。

奈
良
県
纒
向
（
ま
き
む
く
）
石
塚

古
墳
・
ホ
ケ
ノ
山
古
墳
と
同
年
代

の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
前
方
部
の

形
態
は
こ
れ
ら
の
古
墳
に
よ
く
似

て
い
る
。

　
一
般
に
、
近
畿
地
方
に
古
墳
が

出
現
し
、
そ
れ
以
前
は
墳
丘
墓
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
間
違
い

で
あ
る
。
弥
生
古
墳
（
以
前
の
墳

丘
墓
）
か
ら
古
墳
へ
は
墳
丘
の
あ

る
こ
と
で
、
流
れ
は
ス
ム
ー
ズ
で

あ
り
、
巨
大
前
方
後
円
墳
の
出
現

は
古
墳
の
発
生
で
は
な
く
、
権
力

の
大
き
さ
で
あ
る
。

　
飯
山
市
に
日
本
最
古
の
古
墳
が

あ
っ
て
も
驚
く
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
以
前
に
弥
生
古
墳
が
既
に
こ

初
期
古
墳
の
年
代
と
古
代
史
ロ
マ
ン

日
本
考
古
学
協
会
会
員 

秋
津
地
区
大
久
保
区
長 

松 

澤 

芳 

宏

の
地
方
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
だ
、
列
島
統
一
の
動
乱
時

代
の
人
の
動
き
が
、
畿
内
や
地
方

の
古
墳
に
同
じ
よ
う
な
形
態
を
も

た
ら
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。  

　
３
世
紀
は
卑
弥
呼
が
活
躍
し
た

時
代
で
あ
り
、
当
時
邪
馬
台
（
や

ま
と
）
国
は
狗
奴
国
と
対
立
し
て

い
た
。
狗
奴
国
は
群
馬
県
か
ら
長

野
県
に
及
ぶ
地
域
と
私
は
研
究
課

題
に
し
て
い
る
が
、
勘
介
山
・
法

伝
寺
二
号
・
有
尾
一
号
墳
は
前
方

後
方
墳
と
し
て
、
そ
の
古
代
ロ
マ

ン
を
語
っ
て
い
る
。

　松澤芳宏さん
は、現在大久保区
長として毎日忙し
い日々を過ごして
いる傍ら、地域の
文化財などの保存
や研究を、時には
現場に行って説明
をしている人で
す。
秋津地区広報部員

マイ　★★
オピニオン

意見・私見　

今
年
は
６
月
25

日
（
日
）
で
す
。

　

私
の
住
む
藤
沢

地
区
で
は
、
毎
年
６
月
に
峠
の

竹
の
子
を
主
に
、
山
菜
を
販
売

す
る
「
藤
沢
山
菜
ま
つ
り
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
残
雪
も
あ
り
、
例
年

よ
り
１
週
間
遅
ら
せ
て
、
６
月

25
日
午
前
６
時
よ
り
開
催
し
ま

す
。

　

５
月
に
入
る
と
役
割
分
担
を

決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
別
に
準

備
活
動
が
行
わ
れ
、
前
日
に
は

峠
へ
竹
の
子
取
り
に
行
き
ま

す
。
竹
の
子
取
り
に
行
け
な
い

お
年
寄
り
の
方
は
、
取
っ
て
き

た
竹
の
子
の
皮
む
き
や
、
荷
作

り
を
し
ま
す
。
当
日
も
、
各
店

舗
・
駐
車
場
な
ど
、
区
民
総
出

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

直
径
１
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大

き
な
釜
で
作
っ
た
竹
の
子
汁
は

無
料
で
す
。
ま
た
、
好
評
の
焼

き
お
む
す
び
や
・
笹
も
ち
・
笹

ず
し
、
わ
け
し
ょ
組
「
一
日
会
」

が
作
っ
た
、
ぶ
つ
も
ち
な
ど
、

そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
物
も
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
下
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
で
19
回
も

ま
つ
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

「
水
と
緑
と
雪
の
郷
ふ
じ
さ
わ
」
へ
よ
う
こ
そ

岡
山
地
区
専
門
部
員 

月 

岡　

裕

藤
沢
っ
て
ど
こ
だ
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？
最
近
で
は
、
新
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
地
に
な

り
、
関
心
の
あ
る
方
は
知
っ
た

方
も
増
え
た
と
思
い
ま
す
が
、

JR
の
駅
も
無
い
、
ち
っ
ち
ゃ
な

村
で
す
。

　

今
は
建
設
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
ま
す
が
、
条
件
が
整
い
、「
水

と
緑
と
雪
の
郷
ふ
じ
さ
わ
」
の

地
に
、
建
設
が
再
開
で
き
た
な

ら
ば
、
た
と
え
19
年
稼
働
に
間

に
合
わ
な
く
て
も
、
公
害
や
危

険
性
が
無
い
、
完
璧
な
施
設
を

造
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

2006 飯山市企業人権教育講座
主催　飯山市総務部人権政策課　飯山市企業人権教育推進協議会

◎会　場　飯山市公民館
◎時　間　午後３時～４時３０分
第１回　７月２６日（水）

「人権ってなあに」
　講師 長野教育事務所 生涯学習ﾁｰﾑ 支援主事 高橋信一郎
第２回　９月７日（木）

「仏教の教えと人権」
　講師  妙 専 寺   住  職 市川孝也
第３回　１１月２日（木）

「いまどきの男と女」
　講師  県弁護士会（人権担当）弁護士  中嶌美香

2006 飯山市人権同和教育講座
主催　飯山市総務部人権政策課

◎会　場　飯山市公民館
◎時　間　午後３時～４時３０分
第１回　８月３１日（木）

「区の編成変え」
　講師  部落解放同盟 長野県連合会副執行委員長  星沢重幸
第２回　９月２１日（木）

「飯山ＮＰＯ活動と私」
　講師 いいやまＮＰＯセンター 事務局 井田玲子
第３回　１０月５日（木）

「法律と私たちの人権」
　講師 長野県護憲連合事務局長長野市議会議員  布目裕貴雄

勘介山古墳 ( 南方より望む )　昭和 57 年筆者撮影

夏休み！
体験教室のお知らせ

　飯山市公民館では、恒例の夏休み体験教室を開催いたします。
　対象は、市内小学校・中学校の児童・生徒です。さまざまな体
験や学校、学年を超えた仲間づくりを図る絶好の機会でもありま
す。奮ってのご参加をお待ちしております。
　くわしくは、各学校を通して配布されるチラシをご覧ください。

教 室 名 定員 開催時期
　楽しくつくる！ビーズアクセサリー 30

７月下旬～
８月上旬

　オリジナルスタンプづくり 20
　スターウォッチング 30
　おもしろロボット工作 30
　 お ど ろ き 実 験 教 室 30
　夏の冷た～い！おやつづくり 30
　入門！フットサル教室 30
　森で遊ぼう
　　～秘密基地づくりと昆虫さがし～ 30

飯山雪国大学教養セミナー

長野県立歴史館
飯山公開講座

日時　７月１日（土）
　　　午後 1 時 30 分～
場所　飯山市公民館 講堂
　　　　　　　　（入場無料）

演 
題 

一

　
「
飯
山
城
と
城
下
町
の
移
り
変
わ
り
」

講
師
飯
山
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

長
野
日
本
大
学
中
学
・
高
等
学
校 

校
長

長  

瀬　

 

哲　

先
生

演 

題 

二

　
「
鮭
と
千
曲
川
」
～
千
曲
川
漁
業
史
～

講
師
長
野
県
立
歴
史
館 

学
芸
部

　

  

総
合
情
報
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

宮 

下 

健 

司　

先
生

大勢の皆様のご参加を
　お待ちしております。


